
ユニットロードシステムと物流モジュール

高森秀夫
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1. ユ=ットロードシステム

輸送，荷役，保管等の物流活動を合理的に行な

うために，いくつかの品物または包装貨物をまと

めて，フォークリフトトラックやクレーンなどの

荷役機械あるいはハンドパレットトラックのよう

な荷役器具などによって取り扱うことができるよ

うに l つの単位にまとめた貨物をユニットロード

と言っている.さらに，発送から到着までユニッ

トロードのまま通して輸送，保管を行なう仕組み

をユニットロードシステムと言っているのであ

る.これは要するに，小さな品物や包装貨物を l

個ずつ人力で取扱わないで，まとめて荷役機械な

どで取り扱うことによって，物流を合理化するシ

ステムである.

以前には米俵のような重いものも人力で取り扱

われていたので、あるが，最近ではこのような重い

物を取り扱うことのできる人材は非常に得難くな

ってきたし，物流量が増大するにしたがって，人

力に頼っていたのでは量的にさばききれなくなっ

てきたので，これを合理化するためにユニットロ

ードシステムが登場してきたのである，

ユニットロードにまとめる手段としては，通常

パレットが用いられるが，この他にスキッドやシ

ートパレットでもよろしいし，まったくそのよう
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な手段を使わないでまとめる場合もある.しかし

いずれにしても，どういう姿にまとめたら良いか

が問題になる.

2. ユ=ットロードシステムを中心とし

た物流関連装置・機器の標準化

上記のように，ユニットロードシステムを中心

とした物流合理化を推進するためには，それに関

連した一連の装置や機器の標準化が必要になって

くる.そのような考え方から，工業技術院は日本

物流管理協議会に「物流関連装置・機器の標準化

のための調査研究J を委託した.この調査研究は

昭和53年度から開始され 4 年間継続して，昭和57

年 3 月に最終報告書がまとめられた.そこで，本

調査研究の経過と最終報告書[ 1 ]にしたがって説

明してゆくことにしたい.

まず，ユニットロードシステムを中心とした物

流の装置・機器の標準化の対象になるものを全般

的にリストアップしたところ，図 1 ~;こ示すように

なった[2 J. これによると，石炭，鉱石，穀類の

ようなバルクカーゴとごく小量の貨物以外はすべ

てユニットロードシステムの対象となるという考

え方をしている.

3. 物流毛ジュールの設定

図 l を物流モジュールを中心として単純化した

体系を示すと，図 2 のようになる.すなわち，物

流システムの各要素として，ユニットロード，ユ
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ニットロ}ドに対する荷役運

搬機器・装置，貨車・トラッ

グ・コンテナおよび輸送のた

分
制
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めの施設，保管用機器・施設

等から構成され，物流モジュ

ールを基準として，これらの

主要寸法の系列化を図ること

が考えられた.

図 2 によると，物流モジュ

ールを基準として，分割系列

と倍数系列とに分けられてい

る.分割系列は外装(段ボー

ル穏やプラスチックコンテナなど)，さらに個装

(段ボール箱やプラスチックコンテナに入れる商

品そのものの包装，消費者包装ともいう)に細分

化される.
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倍
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系
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倍数系列は物流モジュールを基準としてユニッ

トロードの許容寸法が決まり，さらにトラック，

コンテナ，貨車の寸法につながる.輸送施設とあ

るのは，たとえば， トラッグターミナルのような

施設であり，保管用機器・施設とは，たとえば，

パレットトラッグなどである.店舗は小型の小売

店では陳列だなであるが，大型店ではロールボッ

クスパレットをはめこむような場合もあり，ハイ

パーマーケットのような超大型店ではパレットロ

ードをそのまま陳列する場合もある.これらすべ

ての寸法系列化が考えられるわけで‘ある.

そこで，基準となる物流モジュールをどう決め

るかがまず問題になる.なお，これより以前には

包装モジュールという言葉が使われていたが，こ

の調査研究で検討している途中で，物流システム

全般にかかわる問題であるから，むしろ物流モジ

ュールとし、う言葉に置き替えた方が良いという意

見が出て，包装モジュールという言葉は使わない

ことにしたので、ある(図 l はそれ以前に作られた

ので，包装モジュール寸法とし、う表現が残ってい

る).したがって，従来の JIS “包装モデュール寸a

法"は改正して，“輸送包装系列寸法"とすること
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図 2 物流モジュール体系構成図

になった(これについては別に説明されるはずで

ある). 

さて，物流モジュールを決めるに当って，物流

関係の寸法のうちで，基準となり，しかも容易に

動かしがたし、寸法を捕える必要があるが，種々検

討した結果， トラックの最大外のり幅寸法の2500

mmを採用することにした.これは，“車両制限令"

や“道路運送車両の保安基準"によって規定され

ているのであるが，主として道路施設との関係に

よって決まっているために，容易に拡大すること

のできない数値である.さらに，国際的にも世界

中の大部分の国がこの数値を使用しているという

ことも，これを採用する重要な根拠となった.

そこで，この2500mmを基準として，次に示す

ような考え方をしたのである(図 3 ). 

つまり，動かしにくい 2500mmという寸法を起

点として， 1100 x 1100mm と 1200x 1000mm とい

うモジュールを導き出したという形である.その

1 つ，すなわち 1100x 1 !OOmmは従来の一貫輸送

用平パレットの寸法と一致しているわけで、ある.

あとの l つは低温物流に関するモジュールであ

る.低温物流には冷凍トラックが使われるので，

一般物流とは当然異なることになる.この 1200x

1000mm という数値は現在冷蔵倉庫で最も多く使

用されているパレットの寸法と一致している.ま

た，これはISOで規定されているパレット寸法お
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よびユニットロード寸法とも

一致している.なお，一般物

流と低温物流とは物流のルー

トがまったく異なるので，異

なったモジュール系列があっ

てもさしっかえないという考

え方をしている.

ISO(国際標準化機構)にお

いては TC122 が包装標準化

の問題を審議しているのであ
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るが，この中でユニットロー

|附XliOOm~1

ド寸法の問題が取り上げら

れ，その審議は前記の調査研

究とほとんど同時に進行して

いた.この方では，国際大型

コンテナの内のり寸法がすで

にISO規格として決まっていて，その内のり幅寸

法が2330mm以上となっているので，そこから出

発することが考えられたために，ユニットロード

の最大寸法を 1140 x 1140mm とすることになっ

た.したがって，それに合わせるために JIS のユ

ニットロード寸法の審議の過程で最大寸法を 1140

x 1140mm と 1240 x 1040mm とすることに訂正さ

れた.

この物流モジュールとユニットロード寸法との

関係を具体的に考えると，物流モジュールの寸法

をパレット寸法と読み変えることができる.もち

ろん，ユニットロードはパレットを使わなくても

作ることができるが，通常パレットを使うとすれ

ば，そのパレット寸法に相当することになる.

パレットの寸法は変化しないと考えることがで

きるが，その上に積み上けーたユニットロードの寸

法は，かりに最初ひ。たりと積んだとしても物流の

途中で振動衝撃などによって若干寸伸びする傾向

がある.しかし，あまり伸びすぎると，たとえば

トラックからの取降し荷役に支障をきたすことに

なる.つまり，支障をきたさないで，スムーズに

荷扱いが行なえる限界が 1140mm なのである.し

620 (26) 

図 3 2500mmを基準とする物流モジュール体系

たがって，最大寸法を 1140x 1140mmとして，許

容寸法を-40mm としている. 1 100x 1100mm の

パレットをベースにすることを考えれば，ユニッ

トロード寸法が 1 100 x 1100mm以下になることは

あり得ないわけで、ある.また，パレットをベース

としない場合でも，それ以下の寸法にすることは，

それだけ輸送効率を悪くすることになるので，と

るべきではないという考え方である.

4. “物流毛ジュール"を基準とした

系列化

このように設定された“物流モジュール"を基

準とした分割系列については，従来の“包装モジ

ュール寸法"を改正して“輸送包装系列寸法"が

制定された.これについては前記のように，別に

説明されているはずである.

倍数系列のうち， トラックの荷台については，

もともとその内のり帽を基準として物流モジュー

ルを導き出したのであるから，大部分の大形車は

適合することになる.内のり長さについては，現

在まちまちになっているので，規格案を作成した.

国際大形コンテナおよび国鉄コンテナについては
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現行規格で適合する.

さらに，“物流施設の設備基準"につい

ても，

1. 敷地内路面の強度

2. 敷地内通路幅

3. 接車スペース

4. ひさしの大きさ

組
ー--ç;ニユヰ三:1;)
園田府所丙剤肝す夜間府萌育問

5. 床面の強度

6. 床面高さ

7. 軒・はり下高さ
(ーユこヰ

長孟長主函
8. 柱内のり間隔

9. 建物出入口の寸法

10. ドッグボードの強度および寸法

以上10項目についての規格案が作成さ

れた.

5. ヨーロッパの状況

このようなシステム化はヨーロッパ諸

国でも同様に考えられている.特にスウ

ェーデンの方式については早くからわが

国に紹介され，スウェーデン方式とかス

カンジナピア方式などと言われている.

スウェーデンでこの方式の普及のための

パンフレットに示されている図を引用す

ると[ 3 ]，前掲の図 2 を具体的に示した

形になっている(図 4 ). このうち， パレット寸

法，輸送包装寸法，個装寸法が国家規格となって

いる.
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